
　21世紀と共に歩む尾道市立大学は、時代の要請に対応し、物事により創造的に立ち向かえる優れた創造性や判断力、それに裏付けられた
専門的知識・能力や高い見識などの育成に特化した、実践的な教育を行う大学院修士課程を設置しました。学部教育で培われた専門的素養
のある人材を、よりレベルを高めた学修と研究への取組により、高度の能力を有する専門的職業人や研究者等へ鍛え上げると同時に、広く時
代と地域の要請に応えられる人材を育成する研究拠点を目指します。

経済情報研究科
経済情報専攻
（修士課程）

入学定員　8名
修業年限　2年
学　　位　修士（経済情報）

日本文学研究科
日本文学専攻
（修士課程）

入学定員　6名
修業年限　2年
学　　位　修士（日本文学）

美術研究科
美術専攻
（修士課程）
絵画研究分野（日本画・油画）、デザイン研究分野
入学定員　12名
修業年限　2年
学　　位　修士（美術）

　経済と企業活動のグローバル化と少子高齢化、
さらに情報化社会の到来等により、学修しなければ
ならない事柄の高度化、専門化や多岐化が進んで
います。一方では学際的な研究が必要であり、その
ことが大学院教育に新しい課題を提供しています。
まず、大学院経済情報研究科（修士課程）は、経済・
経営・情報科学という本来は異なった3分野の連携
による高度な専門教育を提供し、学際的研究を可
能にしています。しかも、地域企業の経営者・就業
者、地域行政担当者、および商業科教員等の社会
人のためのリカレント教育や、情報処理能力に優れ
た人材の養成や税理士志望者の受入れ等の要請
にも応えることを目指しています。すなわち、学問的
裏づけがあり、かつ実践的問題解決能力をも備え
た人材の育成が、本研究科の教育の狙いとなってい
ます。なお、資格取得等に関しては、修土学位取得
者に対する教職課程専修免許状（商業）と、税理士
試験における「修士学位による試験科目免除」制度
があります。商業に関する教科の修得等、一定の基
準を満たせば、資格取得が可能となっています。

　日本文学研究科の教育目標は、日本語、日本文
学、日本の芸術文化を深く理解し、その理解のもと
に国際的な感覚を身に着け、異文化を共有できる
人、また、そうした能力により、社会活動や文化活動
に指導的役割を果たし、社会の発展に寄与する人
材を育成することにあります。
　具体的には、日本文学・日本語学・漢文学等に
関する深い学識と高度な研究方法を修得し、豊か
な人間性と高い倫理観をもち、本研究科で身につけ
た学識と研究能力を生かせる人です。
　そのために、日本の文学と言語文化を総合的に
捉える視点を養い、基幹科目として日本文学、日本
語学、漢文学に関する深い学識と高度な研究方法
を修得します。言語文化の探究と創造に取り組む
ため、専門科目として、日本古典文学、近代文学、 
日本語学に加え、周辺領域である、言語学、国語教
育学、米文学、比較文学、地域文学、文芸創作の
特論をおいています。より広範な社会との連携のな
かで言語文化の探究と創造に取り組むために、語学
実践、英語学、哲学・倫理学の特論を関連科目とし
ておいています。

　美術研究科では持続する創作活動を行うことができ
るよう、学部と大学院修士課程とを合わせた6年間の
カリキュラムを一貫化し、高度な創作能力を育成するた
めの体系的な教育を行っています。
　授業科目は、芸術に関する幅広い視野と識見を養う
ため芸術の理論・歴史等を教授し、実技と演習によっ
て構成される研究分野開設科目と合わせて美術の理
論と実践の有機的な連携を図っています。
絵画研究分野
　日本画と油画に関する制作・研究を行います。
　・�日本画では古典作品の表現、技術および材料の

理解と造形感覚を修得させ、各自の個性的な創
作力の育成を図ります。

　・�油画では、創作活動の充実を図るため各自のテー
マを踏まえ、独自な絵画表現を追及し、また必要と
なる技法や素材の研究を促します。

デザイン研究分野
　広い視野と柔軟な観察力をもって多岐にわたるデザ
インの領域を理解できるように、６人の専門領域の指
導教員から多様な価値観を学び、さらに外部講師によ
る講義、演習を体験し、各自の研究を多角的な視点か
ら考察し、研究します。
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